
小学校国語科「伝統的な言語文化」の指導にかかわる調査研究
ー 伝統的な言語文化に親しむ態度の育成に向けて ー

長期研修員 内藤 麗子

平成23年度から小学校国語科で

「伝統的な言語文化」 の学習が始まります

◆ 低学年：昔話や神話・伝承
◆ 中学年：文語調の短歌や俳句、

ことわざや慣用句、故事成語

◆高学年：古文や漢文、近代以降の文語調の文章

教材は

「話すこと・聞くこと」、「書くこと」

及び「読むこと」の各領域の指導
を通して行うことが基本

指導にあたっては

伝統的な言語文化に生涯にわたって親しむ態度 の育成

重視されていることは

教師と児童の意識を調査し、現状と課題を明らかにすることが必要 ！

指導にかかわる疑問や不安が生じやすい

中学校の
古典の授業
との違いは？

児童の興味・
関心を高める
方法は？

児童の経験や知識が不明

昔話を知らない
子どもが増えて
いるという話を聞
いたことがあるけ
れど、実際は？

児童はどん
な活動に興味
があるの？

指導にばらつきが出やすい

音読や暗唱をたくさ
ん取り入れたいです

小学校段階では、軽
く触れる程度でいいと
思います

新たな指導事項であるため・・・・・

こんな調査を実施しました

（概要版）

教師調査〈390名〉 児童調査〈２年生：432名、３年生：420名、５年生：424名〉

・教材にかかわる既有の経験、知識
・興味のある学習活動
・文語の短歌・俳句、古文に対する印象

◆教師、児童ともに群馬県内公立小学校で調査実施

伝統的な言語文化の
学習について

・各学年の教材への児童のなじみやすさ
・各学年の教材で重視する活動

・音読は好きか、色々な方法で音読したいか、
好きな文や詩を繰り返して音読したいか
・物語や詩を読むと人物や場面の様子が浮
かんでくるか
・作文や詩を書くことは好きか
・学習した漢字や語句を活用しているか
・読書は好きか

伝統的な言語文化の
学習とかかわりの深い
言語活動等について

指導にかかわる
教師の考え

・指導の成果として期待すること
・指導にかかわる疑問、不安

・音読の日常化、多様な方法や形態を取り
入れた音読、めあてが明確な音読
・想像を広げて読み、互いに交流させること
・書く活動の日常化及び文の書き方の指導
・学習した漢字や語句を活用させること

「重要だと思うか」「取り入れているか」尋ねました



教師が重視する学習活動と児童が取り組みたい学習活動の比較

「音読」を重視する教師の割
合が高くなっています。
「劇化、紙芝居づくり」は教師

が３割、児童が６割となっており、
互いの差が大きいことが分かり
ます。

・・・教師が重視したい活動

・・・児童が取り組みたい活動
◆２年生

教師が重視する活動は「音

読」と「暗唱」です。児童は「分
からない語句の意味調べ」が
最も数値が高いのに対し、教
師の数値はかなり低くなって
います。

◆５年生

教師は「音読」を最も重視し

ています。児童は、３年生と同
様に「分からない語句の意味調
べ」に最も興味を示しています。
朗読劇は、教師と児童の差が
大きいことが分かります。

音読

読み聞かせ、語り

劇化、紙芝居づくり

お話づくり

73%

61%

30%

11%

43%

65%

60%

37%

音読

暗唱

分からない語句の意味調べ

朗読劇

73%

37%

33%

6%

47%

22%

56%

53%

かかわりの深い言語活動に対する教師の考え

あてはまる：４点、
ややあてはまる：３点、
あまりあてはまらない：２点、
あてはまらない」：１点とし、
平均を算出しました。

「日常的に音読する」
は、重要度と実現度が共
に高くなっています。

「物語や詩を読んで想
像したことを交流する」と
「文の書き方を指導する」
は、他の項目より実現度
が低くなっています。
また、全項目で「実現

度」が「重要度」を下回っ
ています。

指導の成果として、教師が期待していること

昔話の言い回しや文語のリズムに慣れる

小学校での学習が中学校で生かされる

俳句づくりなど創作への関心をもつようになる

伝統的な言語文化に関連する本を進んで読む

文語で書かれた文章の内容を読み取る

87%

86%

67%

59%

43%

指導にあたり、疑問や不安に思うこと

「言い回しやリズムに慣れること」「小学校での学習が中学校で生かされる」ことへの
期待が高いことが分かります。それに対して、「文語で書かれた文章の内容を読み取
る」については、非常に数値が低くなっています。

小学生にどのレベルまで指導するか

どのような作品を選ぶか

児童の興味や関心を高める方法

評価の方法

教材研究の方法

児童の経験や知識の程度

88%

87%

86%

84%

82%

61%

伝統的な言語文化は新しい指導事項のため、ほとんどの項目で80％を超えていま

す。そんな中で、「児童の経験や知識の程度」については、他の項目よりも疑問や不安
だと思う教師が非常に尐なくなっています。

かかわりの深い言語活動に対する児童の考え

音読することが好き

２年生：77％
３年生：68％
５年生：57％

音読は、伝統的な言語文化の学習で積極
的に取り入れたい活動ですが、学年が上が
るごとに「音読することが好き」と回答する児
童が減っています。
一方、次のようなデータも得られ。音読に

楽しく取り組ませるためのヒントになると考え
ます。

物語や詩を読むと人物や
場面の様子が浮かぶ

２年生：73％
３年生：75％
５年生：81％

人物や場面の
様子を思い浮か
べることは、上学
年の方が良好な
結果です。

作文や詩を
書くことが好き

２年生：69％
３年生：60％
５年生：46％

作文や詩を書くこと
が好きな児童は、どの
学年も多いとは言えな
い結果です。
また、学年が進むに

つれて、「好き」の割合
が低下しています。
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文語や短歌・俳句、古文に対する児童の意識

３年生：82％、５年生：93％

３年生：55％、５年生：79％

３年生：６８％、５年生：６４％

◆読んでみたいと思う児童
・今の言葉との違いがおもしろい

◆読んでみたいと思わない児童
・読みづらい
・書いてある内容が分からない

現代語との隔たりや読みづらさを感じている児童が半数以上です。その一方で、
現代語との違いに興味を示す児童もいます。

５年生に理由を尋ねました

「昔話」は、多くの児童
が「読んだことがある」と
答えています。それに比
べて、「神話」や「短歌・
俳句」「古文」は、読んだ
ことがある児童、知って
いる児童が尐なくなって
います。

２年生〈昔話〉

桃太郎：８４％
花咲じいさん：８０％

２年生〈神話〉

いなばの白うさぎ：２４％
海彦山彦：１３％

３年生〈短歌・俳句〉

知っている短歌や
俳句がある：９％

５年生〈古文〉

枕草子：１５％
平家物語：６％
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いろいろな昔話を読んでみたいと思う児童の割合（２年生）

昔話を読んだり
聞いたりした経験が

「多い」児童は 88％

「尐ない」児童は 69％
が「読んでみたい」と回答

いろいろな短歌・俳句を読んでみたいと思う児童の割合（３年生）

短歌・俳句を
読んだ経験が

「多い」児童は 79％

「尐ない」児童は 54％
が「読んでみたい」と回答

いろいろな文語の文章を読んでみたいと思う児童の割合（５年生）

文語の文章を
読んだ経験が

「多い」児童は 78％

「尐ない」児童は 53％
が「読んでみたい」と回答

作品に触れた経験と作品に対する興味・関心との関連

作品を読んだ経験が多い児童は、読んだ経験が尐ない児童に比べて、「いろ

いろな作品を読んでみたい」と回答する割合が多くなっています。作品に触れた経
験は、興味・関心と関連していることが分かります。

・・・重要だと思う
（重要度）

・・・取り入れている
（実現度）

読書が好きな児童の割合

どの学年も、８割～９割の児童が「読書が好き」と回

答しています。多くの児童が本を読むことを楽しんで
いることが分かります。

次のようなことも明らかになりました

◆読書が好きな児童は、伝統的な言語文化にかかわる作品への興味・関心も
高い。

◆日常的に音読している学級では「音読が好き」と回答した児童の割合が多い。
（２年生）

◆日常的に音読している学級では「好きな文や詩を繰り返して音読したい」と回
答した児童の割合が多い。（５年生）

◆多様な方法や形態で音読している学級では「物語や詩を読むと人物や場面の
様子が浮かぶ」と回答した児童の割合が多い。（３年生）

２年生：89％
３年生：87％
５年生：79％

読書が好き

いろいろな方法で
音読してみたい

↓
５年生：75％

登場人物になりきって
音読することは楽しい

↓
２年生：78％

伝統的な言語文化にかかわる作品についての児童の読書経験や知識

読みづらい

いろいろな短歌・俳句、
古文を読んでみたい

３年生：５５％、５年生：７９％

自分たちが使っている
言葉と違うと思う ３年生：９１％、５年生：９３％

各項目について
「思う」「どちらか
といえば思う」と
回答した教師の
割合です。

各項目について
「思う」「どちらか
といえば思う」と
回答した教師の
割合です。

これらの調査結果を踏まえ、
伝統的な言語文化に親しむ態度
の育成に向けて、３つ、提言を
します。
次頁をご覧ください。

3.9 3.8 3.8 3.7 3.7 3.7
3.5 3.4

3.8

3.2
3.1 3.2 3.1 2.9 3 2.9

◆３年生

音読

暗唱

短歌づくり、俳句づくり

分からない語句の意味調べ

65%

56%

49%

16%

52%

35%

42%

65%



児童と作品との出会わせ方を工夫すると共に、興味・関心を踏まえた学習活動を設定しましょう

伝統的な言語文化の学習とかかわりの深い言語活動等を、日ごろから充実させましょう

「楽しそうだな、読んでみたいな」という意欲が高まるような導入としては・・・

教師と児童の意識の差を踏まえた学習活動の設定としては・・・

文語に対する児童の実態の差を考慮した指導としては・・・

指導にかかわる情報の収集と共有化に努めましょう
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「ちはやぶる」
って、どんな意味
なんですか？

「勢いが激し
い」という意味
ですよ

なるほど！
いい言葉だな。友達といっしょ

に読むと楽しいな

登場人物になり
きって読むと楽し
いね

【問い合わせ先】 群馬県総合教育センター 担当係：教育情報推進係 ０２７０-２６-９２１５（直通）

調査研究の成果と課題
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指導にかかわる情報の積極的収集としては・・・ 指導にかかわる情報の共有化としては・・・

○調査により次の点が明らかになり、親しむ態度の育成に向けての提言を行うことができました。
・伝統的な言語文化にかかわる児童の経験や知識は、学習に対する興味・関心と関連している。
・教師が重視する学習活動と児童が取り組みたい学習活動には、差が多く見られる。
・かかわりの深い言語活動では、音読と書くことの活動について指導の工夫・改善が必要である。

○実際に伝統的な言語文化の授業が実施された後に、その状況を調査して課題を明らかにし、改善策を具体化
する必要があると考えます。

成 果

課 題

とっても楽しそうな
お話だな

絵本や紙芝居の読み聞かせ

かぐや姫の身長は？
①１５㎝
②９㎝
③３㎝

作者や作品に関するクイズ

平安時代の人々
の生活に興味が
わいてきたよ

映像や写真、実物などの提示

昔は「あした」は「朝」っ
ていう意味だったんだね

「かなし」は、 「かわいい」
っていう意味だったんだね

書く活動にかかわる指導の改善としては・・・

今日は書き始めの
工夫と、たとえを使った

書き方をみんなで確認し
てから作文を書きます

どんなふうに書い
たらいいか分かった
から書きやすいな

読書との関連付けとしては・・・

いろいろな「桃太郎」を読んで、
お気に入りの「桃太郎」を選びましょう

同一作品の読み比べ関連図書の紹介

・日本の神話コーナー
・清尐納言コーナー
・夏目漱石コーナー・・・

楽しみながら繰り返して音読する活動の習慣化としては・・・

・先生の後について読みましょう
・隣の友達と１文ずつ交代で・・・
・グループで役割を決めて・・・
・登場人物になったつもりで動作を入れて・・・

多様な方法や形態の工夫

まず、自分のクラス
の児童の実態に関す
る情報を集めてみよう

研修会や公開授業
に参加して、指導方法
を学びたいと思います

６年間を見通し、系統
的に指導するために、
年間指導計画を学校全
体で見直しましょう

指導にあたって
の疑問や不安を相
談し合いましょう

児童の実態に
ついて情報交換
しましょう

今の言葉に直した
文を読んでみたら、意
味が分かって楽しく
なってきたよ

現代語訳の併用

声に出して楽しく読む活動
実態に応じ、内容の理解に必要なことも取り上げて

今と昔の言葉の違いに着目

きめ細やかな書くことの指導

提 言
～伝統的な言語文化に親しむ態度の育成に向けて～




